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　今年、八千代・習志野地区のボーイスカウトが結成されて��周年を迎えました。
ボーイスカウトは戸外活動を通じて心身ともに健全な青少年の育成を図ることを
目的に、����年、イギリスで始められました。
　現在、県内では���団、市内では�つの団が活動しています。活動のテーマは
「自然の中で遊びながら、いろいろなことを身につけ、たくましくなろう」。キャ
ンプのほか、ツリーハウス作りや苗作りから始める米作り体験など、ユニークな
野外活動も行っています。また、地域のごみを拾う「カントリー大作戦」や街頭募
金など、社会奉仕活動にも力を入れています。
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年
度
版
市
民
便
利
帳
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

��
　緑豊かな自然に恵まれた八千代市の輝かしい未来を願う私
たちは、八千代市を誇りに思い、愛と友情あふれるやさしい
心をもち、「みんなが一人のために、一人がみんなのために」
を心がけながら、手をとりあい、だれもが好きになるすばら
しい八千代市にしていくことを誓い、ここに「八千代市子ど
も憲章」を定めます。

�������	
 ����������������

����

���
����
�

���
���

���
���
�

����
�

��
���
�

���
�

��������
�

��������
�

���
�

���
�

���
�

��
�
��
��

�
��
��

���
���

�
��
��

�
��
��

�
��
��

��
���

���
���

���
���

���
���

����
������

�
���������

����

　

市
民
便
利
帳
は
、市
内
の
公
共
施
設
や
病
院
な
ど
の
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
、

公
共
施
設
の
案
内
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
地
域
振
興
と
財
源
確
保
の
た
め
、
市
民
便
利
帳
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集
し
ま
す
。
広
告
の
規
格
は
、
本
文
中
の�
分
の�
ペ
ー
ジ�

万
円
か
ら
、
裏
表
紙�
ペ
ー
ジ
の　

万
円
ま
で
の�
種
類
。
市
民
便
利
帳

��

の
規
格
は
Ａ�
版
、���
ペ
ー
ジ（
予
定
）で
、�
万
部
発
行
。
市
役
所

や
支
所
・
連
絡
所
で
転
入
者
や
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。
市
の
刊
行
物
で

あ
な
た
の
会
社
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か
。

　

▼
発
行　
　

年�
月
予
定　

▼
掲
載
期
間　

次
号
発
行
ま
で
の
約�
年

��

間　

▼
掲
載
料　

左
表
の
と
お
り　

▼
締
め
切
り　�
月　

日�
　

▼
申

��

し
込
み　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（���������������������������������

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
有
料
広
告
取
扱
要
綱
及
び
広
告
掲
載
基
準
を
遵
守
し
、

市
委
託
の
広
告
代
理
店
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
広
告
の
原

稿
や
版
下
作
成
な
ど
に
か
か
る
費
用

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す　

▼
申

込
先　

㈲
八
千
代
折
込
広
告�
（�

��
）����
／
ゆ
り
の
き
台�

－�

－�
　�　
　
　
（
広
報
広
聴
課
）
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　ＣＯ�（二酸化炭素）などの温室効果ガスによ
り、地球温暖化が深刻になってきています。地
球温暖化を防止するには、私たち一人ひとりが
ライフスタイルを見直し「地球にやさしい暮ら
し」を実践することはもちろん、企業や事業所な
どの組織で環境活動に取り組むことが大切です。�
　今回は、地球温暖化防止についての市の環境
活動や、私たちができる取り組みについて紹介
します。
　【問い合わせ】環境政策室���������（代表）
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年
第
２
回
定
例
市
議
会
は
、
６
月
３
日�
開
会
予
定
で
す
。
請
願
・
陳
情

21
に
つ
い
て
は
、
開
会
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
が
、
今
期
定
例

会
で
協
議
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
の
日
程
な
ど
は
、
開
会
予
定
日
の
約
１
週
間
前
に
決
定
さ
れ
ま
す
。 

詳
し
く
は
議
会
事
務
局�
（
４
８
３
）１
１
５
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
月
議
会
は�
月�
日�
開
会
予
定

　近年、地球温暖化防止のため、組織として環
境活動に取り組んだり、環境に配慮して業務を
行う企業や事業所などが増えています。
　地方公共団体（市役所など）も例外ではなく、
地域最大の事業所の一つとして、率先して環境
に配慮することが必要とされています。また、
地域の住民や事業者による環境に配慮した取り
組みを進めるための基盤を作ること、総合的な
環境保全・創造に向けた施策を積極的に推進す
ることが求められています。
　そこで本市では、13年度に「地球温暖化防止に
向けた八千代市率先実行計画」を策定。温室効
果ガス削減を目指して、さまざまな取り組みを
行ってきました。
　更にこの取り組みを推進するため、20年12月
１日、豊田俊郎市長が全職員に向け「エコアク
ション21」の取り組みに向けての環境方針を宣
言。今年３月30日「エコアクション21」の認証を 
取得しました。この認証を市内すべての公共施
設（指定管理者施設を除く）で取得したのは、県
内で本市が初めてです。
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 「エコアクション21」は、環境省が企業や学校、
公共機関向けに策定した、二酸化炭素の削減や
行政経費の節減を目的とした環境経営システム。 
環境省が定めたガイドラインの要求事項に適合
している事業者を、財団法人地球環境戦略研究
機関持続性センター（IGES-CfS）が認証・登録
します。
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●組織全体で取り組みます
 　「エコアクション21」の特徴の一つとして、個
人ではなく組織全体で環境活動に取り組むとい
うことが挙げられます。代表者が、組織全体で
環境活動に取り組むことを決定します。
　市では、市長をトップに全職員が参加して、
この「エコアクション21」に取り組みます。
●電気使用量などの目標数値を設定。達成率を
把握します
　電気・水道・燃料使用量、ごみの排出量など
について、目標数値や削減率を設定。実績や達
成率を把握し、定期的に見直しも行って継続的
な環境活動の推進に役立てます。

●省エネルギー、廃棄物の削減、リサイクルに
ついての取り組みも規定します
●「環境活動レポート」を作成します
　毎年、環境活動計画の内容や取り組み結果、
評価などを「環境活動レポート」としてまとめ、
公表します。これは、環境活動を促進し、市民
の皆さんの信頼を得ることにもつながります。
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●職員の環境に対する意識を高めることができ
ます。
●業務や公共事業に伴って発生する環境負荷（電 
気・燃料などの消費、水・紙類・薬品などの使
用、廃棄物の排出など）の低減を図ることがで
きます。
●光熱水費や紙類の購入費など、経費の削減を
図ることができます。
●施設や設備などの見直しを行うことで、環境
が原因で発生する事故などを減らすことにつな
がります。
●目標を達成してその成果を公表することによ
り、市民の皆さんや事業者の環境活動を促すこ
とにもつながります。また、環境活動に関する
知識や情報などを提供することもできます。
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　市では、20年12月に定めた環境方針に基づき、 
次のようなことに取り組んでいます。
【二酸化炭素削減のために】
●電気使用量の削減
・昼休みは、事務室などの不要な照明は消灯する 
・時間外勤務時はできるだけ消灯する
・ＯＡ機器などを使わないときは、電源を切る
・空調設備は適切な温度に設定する（冷房28度、
　暖房20度) 
・近隣階への移動時は、エレベーターの使用を
　自粛する
●ノー残業デー（火曜・木曜日）の徹底
●夏季におけるノーネクタイの実践
●紙類の使用量の削減
・会議資料の簡素化、資料の共有化の徹底
・両面コピー、縮小コピーの活用
・ミスコピー、使用済み用紙の裏面利用

よ
る
会
長
の
招
集
に
応
じ
て
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

人　

▼
募
集
人
数　

２
人　

▼
任
期　

７
月
１
日�
〜　

年
６
月　

日�
　

23

30

▼
報
酬　

会
議
１
回
に
付
き
７
０
０
０
円　

▼
応
募
方
法　

原
稿
用
紙
２
枚

（
８
０
０
字
）
程
度
で
右
記
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
書
き
、
住
所
、
氏 

名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
た
用
紙
を
添
え
、
〒
２
７
６－

８
５
０
１
市
役
所
建
築
指
導
課�

kentiku3@
city.yachiyo.chiba.jp

へ
持 

参
か
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
送
付
。
６
月
１
日�
消
印
有
効　

▼
選
考
方
法

作
文
審
査　

※
応
募
書
類
は
非
公
開
、
返
却
し
ま
せ
ん 

　
（
建
築
指
導
課
）

　

社
会
保
険
庁
で
は
、　

年
４
月
か
ら
、
現
在
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
に
加
入

21

し
て
い
る
人
に「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」は
、
毎
年
加
入
者
の
誕
生
月
に
お
送
り
す
る
も
の
で
、
次
の
内
容 

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

▼
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
と
履
歴　

▼
こ
れ
ま
で
の
年
金
保
険
料
の
納

付
額　

▼
月
ご
と
の
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況　

▼
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金

見
込
額　
　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に
よ
り
年
金
記
録
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、漏

れ
や
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、
同
封
の
「
回
答
票
」
に
記
入
し
て
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」�
０
５
７
０－

０

５
８－

５
５
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
国
民
年
金
室
）

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」が
ス
タ
ー
ト
。

毎
年
誕
生
月
に
お
送
り
し
ま
す

�
環
境
方
針
を
宣
言
す
る
豊
田
市
長

 
（　

年　

月
１
日
）

20

12

�������

　

外
国
人
が
地
域
の
一
員
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
検
討
す
る「
市
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
」の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
成
人
で
、地
域
の
国
際
対
応
に
関
心
の
あ
る
人
。

年
３
回
程
度
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人　

▼
募
集
人

数　

２
人　

▼
任
期　

委
嘱
日
〜　

年
３
月　

日�
　

▼
応
募
方
法　

必
要
事

22

31

項
を
記
入
し
た
所
定
の
応
募
用
紙
と
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
意
見
を
原
稿
用

紙
２
枚（
８
０
０
字
）程
度
に
ま
と
め
、
〒
２
７
６－

８
５
０
１
市
役
所
国
際
推

進
室
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
６
月
１
日�
必
着
。
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
３
階

同
室
で
配
布
。
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
同
室
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可　

※
応
募
書
類
は
非
公
開
、
返
却
し
ま
せ
ん

 

　
（
国
際
推
進
室
）

市
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
委
員
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東
葉
高
速
鉄
道
を
、
地
域
住
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
・
安
全
に
利
用
で

き
る
鉄
道
と
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
、
船
橋
市
と
合
同
で
「
東
葉
高
速
線
地

域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画（
素
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
計
画（
素
案
）は
、
東
葉
高
速
鉄
道
活
性
化
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.city.yachiyo.chiba.jp/siyakusyo/toyokosoku/index.htm

l

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
募
集
期
間
は
、
５
月　

日�
〜
６
月　

日�
。
公

15

14

表
に
対
す
る
意
見
や
問
い
合
わ
せ
は
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
〒

２
７
６－

８
５
０
１
市
役
所
総
合
企
画
課
内
東
葉
高
速
鉄
道
活
性
化
協
議
会
事

務
局�
（
４
８
４
）８
８
２
４�

pubcom
e0901@

city.yachiyo.chiba.jp

へ
。 

 

　
（
総
合
企
画
課
）

東
葉
高
速
線
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画（
素
案
）に
対
す
る
意
見
を
募
集

●公用車の燃料の削減
・低公害車の導入
・公用車台数の見直し
・アイドリングストップの実践　など
●ガス・重油・灯油などの使用量の削減
●省エネルギーの取り組み、新エネルギー導入
の推進
・ハイブリッド発電時計塔を設置
・萱田浄水場に太陽光発電パネルを設置
【廃棄物削減のために】
　市役所から排出されるごみだけではなく、市
民の皆さんが出すごみを削減することも、取り
組みの対象としています。
●ごみの分別収集の徹底
●有料指定ごみ袋制度の実施
●３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の
推進
●学校給食の献立を工夫し、食べ残しを減らす
【節水のために】
　節水の啓発や、水量・水圧の調整、水漏れ箇
所の点検を行います。
【グリーン購入の推進のために】
　グリーン購入とは、製品などを購入する際、
環境を考慮して必要性をよく考え、環境への負
荷ができるだけ少ない物を選んで購入すること。 
　市では「国等による環境物品等の調達の推進
に関する法律」（グリーン購入法）に基づき、17 
年度から、紙類、文具・事務用品、ＯＡ機器、
車の４品目について取り組んでいます。 �

萱
田
浄
水
場
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

�
低
公
害
車
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）
を
導
入
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　家庭からのＣＯ2 排出量は、１年間で１世帯 
当たり約5,200キログラム（18年）。一人当たりで 
は、１日平均６キログラムのＣＯ2 を排出して 
いることになります。

　排出の要因として大きなものは、電気（排出
量の38.4パーセント）、ガソリン（排出量の28.5
パーセント）です。（グラフ参照）
■グラフ／家庭からの二酸化炭素排出量 （燃料種別内訳）

��������
�������

　電気やガソリンの使用量を減らし、ＣＯ2 排 
出量を削減するためには、右のような“ちょっ
としたこと”を続けることが大切。家計の節約
にもつながります。今日から始めてみませんか。

�������	
��
����

 　「環境家計簿」とは、家庭から排出されるＣＯ2 の
量を計算することができる物です。毎月の電
気・ガス・水道使用量、ごみ排出量などを記録
し、皆さんの家庭からどのくらいのＣＯ2 が排出
されているかをチェックしてみませんか。
　様式（エクセルデータ）は、八千代市のホーム
ページからダウンロードできます。ＣＯ2 排出
係数を既に入力していますので、電気・ガス・

2.2％

5200

10.6％

5.1％

8.1％

38.4％

28.5％

1.7％

5.2％

水道使用量などを入力するだけで、簡単にＣＯ2  
排出量が計算できます。ぜひご利用ください。
http://www.city.yachiyo.chiba.jp/siyakusyo
/kankyo-seisaku/oshirase/kankyou-kakeibo.html
■環境家計簿

　

市
内
で
旅
館
な
ど
の
施
設
が
建
築
さ
れ
る
際
、
市
民
の
善
良
な
風
俗
や
環
境

の
保
持
、青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
成
人
で
、
市
長
ま
た
は
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

市
旅
館
等
審
議
会
委
員

出典：温室効果ガスインベントリーオフィス、
　　　全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト

������ �������
�冷房の温度を１度高く、暖房の温度を１度低く
設定する　→年間約33キログラムのＣＯ2 削減、 
約1,800円の節約　
�週２日、往復８キロメートルの車の運転をやめ
る　→年間約184キログラムのＣＯ2 削減、約9,200 
円の節約
�１日５分、アイドリングストップを行う　→年
間約39キログラムのＣＯ2 削減、約1,900円の節約
�待機電力を50パーセント削減する　→年間約60 
キログラムのＣＯ2 削減、約3,400円の節約
�シャワーを１日１分、家族全員が減らす　→年
間約69キログラムのＣＯ2 削減、約7,100円の節約
�ふろの残り湯を洗濯に使いまわす　→年間約７
キログラムのＣＯ2 削減、約4,200円の節約
�ジャーの保温を止める　→年間約34キログラム 
のＣＯ2 削減、約1,900円の節約
�家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の利用
を２割減らす　→年間約238キログラムのＣＯ2 削 
減、約10,400円の節約
�買い物袋を持ち歩き、省包装の野菜を選ぶ　
→年間約58キログラムのＣＯ2 削減、資源節約
�テレビ番組を選び、１日１時間テレビの視聴 
を減らす　→年間約14キログラムのＣＯ2 削減、 
約800円の節約

出典：環境省パンフレット「身近な地球温暖化
　　　対策、家庭でできる10の取組」

　

市
内
の
施
設
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
調
査
・ 

検
討
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
成
人
で
、
任
期
中
４
回
程
度
平
日
の
会
議
に
出

席
で
き
る
人　

▼
募
集
人
数　

２
人　

▼
任
期　

委
嘱
日
〜　

年
２
月　

日�

22

28

▼
報
酬　

会
議
１
回
に
付
き
７
０
０
０
円　

▼
応
募
方
法　

次
の
書
類
を
〒
２

７
６－

８
５
０
１
市
役
所
環
境
保
全
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
①
履
歴
書
（
市 

販
の
物
で
可
。
写
真 
貼  
付 
）　

②
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
作
文
。
原
稿
用
紙
２

ち
ょ
う 

ふ

枚（
８
０
０
字
）程
度
。
６
月
１
日�
必
着　

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考　

※
応

募
書
類
は
非
公
開
。
選
考
結
果
と
一
緒
に
返
却
し
ま
す 

　
（
環
境
保
全
課
）

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員

　

国
民
健
康
保
険
料
の
改
正
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
被
保
険
者
で
、　

歳
か
ら
お
お
む
ね　

歳
ま
で

20

70

の
人
。
年
５
回
程
度
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人　

▼
募
集
人
数　

４
人　

▼
任
期　

２
年　

▼
報
酬　

会
議
１
回
に
付
き
７
０
０

０
円　

▼
応
募
方
法　

国
民
健
康
保
険
や
高
齢
社
会
、
医
療
な
ど
に
関
す
る
意

見
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
書

い
た
用
紙
を
添
え
て
、
〒
２
７
６－

８
５
０
１
市
役
所
国
保
年
金
課�

kokuho1
@
city.yachiyo.chiba.jp

へ
持
参
か
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
送
付
。
５
月　
 31

日�
消
印
有
効　

※
応
募
書
類
は
非
公
開
、
返
却
し
ま
せ
ん

 

　
（
国
保
年
金
課
）

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員



出　し　方ご　み　の　種　類

資　

源　

物

可　

燃　

ご　

み

�（ ��������）

���������������	
　市では、ごみを資源物、可燃ごみ、不燃ごみ、
有害ごみ、粗大ごみの５種類に分けて収集して
います。お菓子やティッシュの箱、トイレット
ペーパーの 芯 などを可燃ごみとして出していま

しん

せんか。これらを資源物として出せば、紙製品
に生まれ変わります。ごみは適切に分別し、正
しく出しましょう。

クリーン推進課�483-1151（代表）

夏
休
み
の
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
貸
し
出
し
ま
す

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

 　
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」は
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と

で
世
代
間
や
地
域
の
交
流
を
図
る
事
業
で
す
。
現
在
「
わ
ら
工
芸
」、「
紙
工
芸
」

な
ど
の　

種
目
の
団
体
が
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。
今
回
こ
の「
紙
工
芸
」

10

「
わ
ら
工
芸
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
応
募
条
件　

①
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
好
き
で
、
学
校
や
保
育
園
な
ど

へ
の
指
導
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人　

②
団
体
の
活
動
日
に
参
加
で
き
る
人

※
「
紙
工
芸
」
を
希
望
す
る
人
は
７
月
３
日�
午
後
２
時
か
ら
行
う
講
習
会
へ
の

参
加
が
必
要
（
材
料
費
２
０
０
円
）　

▼
応
募
期
間　

６
月　

日�
ま
で　

▼
応

10

募
方
法　

電
話
で
生
涯
学
習
振
興
課�
（
４
８
１
）
０
３
０
９
へ

 

（
生
涯
学
習
振
興
課
）

　ごみを出すときは必ず収集当日の朝８時30分

までに集積場所へ。収集日以外や収集後、夜間

に出すと、動物などに食べ散らかされる原因に

なります。各地区の収集日は、広報やちよ毎月

１日号の「資源物・ごみ収集日」でご確認くだ

さい。「家庭ごみの分け方出し方」の冊子は市役

所新館２階クリーン推進課、支所・連絡所で配

布しています。また、市ホームページ（http://

www.city.yachiyo.chiba .jp/）くらしのガイド「ご

みの出し方」にも収集日やごみの分け方を掲載

しています。

【飲料用・食品用のびん類】　ジュース、食用油、
調味料、ドリンク剤、酢、錠剤、酒などの飲料用・
食品用のびん。ビールびんなど繰り返し使用でき
るびんは買ったお店に返却してください

【缶・金属類】　ビール、缶詰、食用油、粉ミルク、
お茶、菓子、ペットフード、スプレーなどの缶
（化粧品、殺虫剤、ペンキ、カセット式ボンベ）、
なべ（ホーローなべ含む）、やかんなど

【ペットボトル】　右のマークが付いた飲料用・食
品用のボトル状の物（しょうゆ、酒など油分がな
く汚れのひどくない物）。マークが付いていても
食用油用、非食品用の物は可燃ごみになります

【紙類】　①新聞、折込広告　②雑誌、書籍、菓子・
ティッシュの箱（ビニール部分は可燃ごみ）など
③ダンボール

【紙パック】　牛乳パック、各種飲料の紙パック
（500cc以上の物）　※お酒のパックなど、内側がア
ルミなどでコーティングされた物や500cc未満の
物は可燃ごみになります

　中身を空にし、すすいでから「びん用コ
ンテナ」に入れてください。金属製のふた
は「缶用コンテナ」に。プラスチック製の
ふたは可燃ごみに出してください。飲食用
のびんでない物（薬品、化粧品など）は不
燃ごみです

　中身を空にし、すすいでから「缶用コン
テナ」に入れてください。スプレー缶は、
中身を使い切った後、風通しの良い火の気
の無い所で穴を開け、ガスを抜いてから出して
ください

ふたとラベルは、はずして可燃ごみへ
⇒水ですすぐ
⇒軽くつぶす
⇒集積場所に置かれる青い網袋へ入れる

　①②③の３種類に分けて、ひもで十字に
縛って出してください。ダンボールや箱な
どは畳んでください

【布類】　古着、タオル、毛布、シーツ、カーテン
（レースを除く）など

畳んでひもで十字に縛って出してください

水ですすぐ
⇒平たく伸ばして、乾かす
⇒ひもで十字に縛って出す

【台所のごみ】　生ごみ、貝殻、食用油、アルミホ
イルなど
【資源物に出せない紙・布類】　紙くず、防水紙、
油紙、感熱紙、内側が銀色の紙パック、上記「資
源物に出せない布類」で20リットル用指定ごみ袋
の口が縛れる大きさの物（ただし、電気製品は不
燃ごみ）、ぬれたり汚れたりしている紙・布類
【プラスチック・ビニール・ゴム類】　洗剤・シャ
ンプーなどの容器類、菓子袋、レジ袋などの袋類、
豆腐・イチゴなどのパック類、発泡スチロール、
プラスチック製のおもちゃ、カセットテープ、フ
ロッピーディスク、ＣＤ、スキー靴など
【革製品】　靴、かばん、ベルトなど
【草木類】　落ち葉、生花など
【その他】　使用済み使い捨てカイロ、ボールペン、
鉛筆、紙おむつ、まくら、ペット用トイレ（砂含
む）など

●可燃用指定ごみ袋を使用してください

・生ごみは水を切ってください

・食用油は新聞紙などにしみ込ませるか、

凝固剤で固めて出してください

・大きな発砲スチロールは20リットル用指

定ごみ袋の口が縛れる大きさまで細かく

してください

・靴、かばん、ベルトなどの取り外せる金

属部分は不燃ごみへ

・少量の植木の枝（太さ７cm以下で長さ

50cm以下）は、指定ごみ袋は必要ありま

せん。ひもで束ねて出してください

※大量のごみは、指定ごみ袋に入れて清掃

センターに直接持ち込むか、市の許可業者

へ依頼してください

　

市
内
公
立
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

▼
期
間　

７
月　

日�
〜
８
月　

日�
（
学
校
閉
鎖
期
間
及
び
土
曜
・
日
曜
日

21

31

を
除
く
）　

▼
対
象　

責
任
者
の
明
確
な
団
体
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒　

▼
申
し
込
み　

各
学
校
で
配
布
し
て
い
る
申
請
書
を
５
月　

日�
ま
で
に
文
化
・

29

ス
ポ
ー
ツ
課�
（
４
８
１
）
０
３
０
５
へ　

※
説
明
会
を
６
月
８
日�
午
後
２
時

か
ら
市
役
所
２
階
第
１
・
第
２
会
議
室
で
開
催
。申
し
込
み
を
し
た
団
体
は
要
出
席

（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
）

郷
土
博
物
館
企
画
展
記
念
実
演
講
演
会

 　
「
釈
迦
如
来
立
像
模
刻
を
担
当
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
制
作
実
演
講
演
会
を

行
い
ま
す
。
先
着
１
０
０
人
。
講
師
は
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
の
吉
水
快
聞
さ

ん
、
並
木
秀
俊
さ
ん
、
飯
沼
春
子
さ
ん
。
詳
し
く
は
、
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

▼
日
時　

６
月　

日�
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分　

▼
申
し
込
み　

電
話
で

14

30

30

郷
土
博
物
館�
（
４
８
４
）９
０
１
１
へ 

　
（
郷
土
博
物
館
）

消
費
生
活
相
談
員

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
業
務
と
解
決
処
理
、
講
習
会
の
講
師
な
ど
を
行
う

相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
応
募
資
格　

消
費
生
活
専
門
相
談
員
、
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ま
た

は
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
ち
、
多
少
パ
ソ
コ
ン

が
で
き
る
人　

▼
募
集
人
数　

１
人　

▼
勤
務
条
件　

月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
月　

日
）　

▼
報
酬　

日
額
８
３
０
０
円　

▼
応
募
方
法　

市

13

販
の
履
歴
書
（
写
真 
貼 

ち
ょ
う 
付 
）
を
〒
２
７
６－

８
５
０
１
市
役
所
第
２
別
館
消
費
生

ふ

活
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
５
月　

日�
必
着
。
※
応
募
書
類
は
非
公

29

開
、
返
却
し
ま
せ
ん 

　
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

日
・
祝
日
は
休
館
）　

▼
場
所　

同
館
企
画
展
示
室　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
館�

（
４
８
４
）
９
０
１
１ 

　
（
郷
土
博
物
館
）

�������	
��
�

　集団資源回収は自治会・ＰＴＡ・子ども会な
ど地域の市民団体が回収の場所や日時を決め、
家庭から出る資源物を持ち寄り、資源回収事業
者に引き渡すリサイクル活動です。 
　回収した資源物１キログラムにつき４円の奨
励金が市から交付され、団体の活動費などに利
用することができます。
　市内には５月１日現在、76団体が登録されて
います。中でも、昨年「リデュース・リユース・
リサイクル推進協議会会長賞」を受賞した村上
東小学校ＰＴＡでは、活動で得たお金を学校の
備品の購入などに役立てています。

▲村上東小学校ＰＴＡの活動で得たお金により、校内に
整備された浄化槽（右）と池（奥）

※資源物に出せない布類　クッション・座布団・布団・キルティング加工などのわたが入った物、電気毛布、
ぬいぐるみ、枕、じゅうたん、マット、裁断くず、毛糸、雑きん、会社名などが入った制服、ビニール雨合羽、
スキーウェア、汚れた物など



出　し　方ご　み　の　種　類

不　

燃　

ご　

み

有
害
ご
み

粗　

大　

ご　

み

※不明な場合はクリーン推進課�483-1151へお問い合わせください

（ ��������）�

郷
土
博
物
館
企
画
展
「
正
覚
院
展
」

　

正
覚
院
所
蔵
の
県
指
定
文
化
財
「
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
立
像
」
の
模
刻
像
の
寄

贈
受
け
入
れ
を
記
念
し
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
正
覚
院
が
所
蔵
す
る
仏
像
・

文
書
な
ど
の
展
示
や
模
刻
像
の
制
作
過
程
な
ど
の
紹
介
。

　

▼
期
間　

５
月　

日�
〜
７
月　

日�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
（
月
曜

19

26

30

「
友
・
遊
・
カ
レ
ッ
ジ
」

合
同
講
演
会
の
参
加
者

　

こ
の
講
座
は
、
青
少
年
団
体
の
指
導
者
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
、
地
域
で
活
動
す
る
た
め
の
養
成
講
座
で
す
。
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
・
在
学
の
人
対
象
。
先
着　

人
。
全
５
回
受
講
し
た
人
に
は
修
了
証
を
発
行
。　

20

　

▼
日
時　

６
月　

日�
、７
月　

日�
、９
月　

日�
、　

月
７
日�
、　

月　

日

17

15

16

10

11

14

�
午
前　

時
〜
午
後
３
時　

※
一
回
の
み
の
参
加
も
可
。
そ
の
際
は
実
費
負
担
で

10

修
了
証
は
発
行
し
ま
せ
ん　

▼
場
所　

教
育
委
員
会
庁
舎
内
会
議
室
ほ
か　

▼
費

用　

５
回
分
２
０
０
０
円（
欠
席
で
も
返
金
は
し
ま
せ
ん
）　

▼
申
し
込
み　

６
月

１
日�
ま
で
に
電
話
か
直
接
教
育
委
員
会
庁
舎
内
青
少
年
課
へ　

▼
問
い
合
わ
せ

同
課�
（
４
８
１
）
０
３
０
６ 

　
（
青
少
年
課
）

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
通
信
機
能
を
使
っ
て
、子
ど
も
た
ち
が
興
味
本
位
か

ら
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、情
報
媒
体
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、そ
の
媒
体
を
活
用
す

る
力（
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
）を
付
け
る
事
が
重
要
で
す
。子
ど
も
た
ち
を
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
も
、メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。講
師
は
、静
岡
大
学
助
教
の
塩
田
真
吾
さ
ん
。「
友
・
遊
・
カ

レ
ッ
ジ
」受
講
者
を
含
む
、先
着
１
０
０
人　

　

▼
日
時　

６
月　

日�
午
前　

時
〜
正
午
／
受
け
付
け
は
９
時　

分　

▼
場
所

17

10

30

総
合
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
申
し
込
み　

６
月
１
日�
ま
で

に
電
話
か
直
接
教
育
委
員
会
庁
舎
内
青
少
年
課
へ　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課�

（
４
８
１
）０
３
０
６ 

　
（
青
少
年
課
）

　

５
月　

日�
は
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
日
。
千
葉
県
を
含
む
近
隣
１
都　

県
で
美

31

10

化
活
動
を
行
い
ま
す
。
市
が
主
催
す
る
会
場
は
、
環
境
美
化
重
点
区
域
に
な
っ

て
い
る
新
川
両
岸
遊
歩
道
及
び
八
千
代
緑
が
丘
駅
・
八
千
代
中
央
駅
周
辺
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
自
治
会
な
ど
が
主
催
す
る
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
も
各
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
自
治
会
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▼
日
時　

５
月　

日�
午
前
９
時
〜　

時（
小
雨
決
行
）　

▼
場
所　

①
新
川

31

10

両
岸
遊
歩
道
…
村
上
橋
脇
浅
間
下
駐
車
場
に
集
合　

②
八
千
代
緑
が
丘
駅
・
八

千
代
中
央
駅
周
辺
…
各
駅
前
に
集
合　

③
自
治
会
な
ど
が
指
定
し
た
場
所

　
（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
）

５
月　

日�
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
ご
参
加
を

31

【小型電化製品】　アイロン、懐中電灯、ジューサー
ミキサー、コーヒーメーカー、体重計、電子体温
計、ラジオ、テレビゲーム機、トースター、ポッ
ト、電気かみそり、ヘアードライヤー、白熱電球、
電気コードなど
【小型家庭雑貨】　時計、傘、かみそり、はさみ、
スプーン類、包丁、針金ハンガー、電動式灯油ポ
ンプ、せん定ばさみなど
【ガラス類】　化粧品、薬品などの飲料用・食品用
以外のびん、割れたびん、コップ、食器、板・耐
熱ガラス、花瓶、灰皿、レンズなど
【陶磁器類】　植木鉢、花瓶、茶わん、皿、湯飲み、
土なべなど
【その他】　針金、金属製のおもちゃ、磁石、ライ
ター、ペンキ缶、金属バット、空気入れなど

　乾電池、蛍光管（電球形蛍
光管含む）、水銀体温計、鏡
など　
※乾電池に限り、透明な袋
（指定袋の外装袋など）で出す
ことができます

粗大ごみは20リットル用指定ごみ袋の口を縛れない大きさの物です。
出し方は次の２つです。

１．収集を希望する場合
①電話で収集を申し込む　受付専用電話�483-4506へ。受付時間は、祝日を除く
月～金曜日の午前９時～午後４時30分。収集まで７～10日程度かかります。
②処理券を購入　申し込みのときに指定された金額分の「粗大ごみ処理券」を市内
の取扱店表示シールの 貼 ってあるお店で購入してください。大型や重量物など

は

は１点600円、その他は１点300円です。
③戸別収集　粗大ごみに「粗大ごみ処理券」を貼り付け、指定された日の朝８時
30分までに、玄関前などの指定された場所に出してください
※収集の際、立会いの必要はありません。また、収集員は建物内には入れません
ので、粗大ごみは必ず指定場所に出してください

２．清掃センターへ直接持ち込む場合
①「廃棄物処分申請書」に記入　市役所２階クリーン推進課、支所・連絡所、市ホームページの「ごみの
出し方」にある申請書に必要事項を記入してください　
②清掃センターへ持ち込む　事前に記入した「廃棄物処分申請書」と住所確認のため、運転免許証など
をお持ちください。「粗大ごみ処理券」は使えません。手数料は収集を依頼するときの半額です。現金
でお支払いください。受付時間は祝日を除く月～金曜日と第３土曜日の午前８時30分～11時40分・午
後１時～４時

●指定ごみ袋の不燃ごみの文字にマジック
などで丸をしてください
・刃物や割れたガラスなど危険な物は、新
聞紙などに包み、危険防止処理をして中
身が分かるように「刃物」・「割れ物」と
書いてください
・ペンキ缶やライター、化粧品、薬品など
のびんは、必ず中身を空にして出してく
ださい
・電気製品の電気コードは切り離してから
出してください
・傘の骨組みと布などは、分けることがで
きる場合は分別して出してください
※袋の口が縛れない大きさの物は粗大ごみ
です（傘、金属バット、金属製ラケット、
金属製つえ、空気入れ、せん定ばさみ、電
動式灯油ポンプを除く）

●指定ごみ袋の有害ごみの文字にマジック
などで丸をしてください
・ボタン型電池、小型充電式電池類は販売
店などに返却してください
・蛍光管は、指定ごみ袋からはみだしてい
ても出せます

�������	
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　白い色の発泡スチロール製で皿
状の物が対象です。ほかのトレイ
は可燃ごみになります。回収場所
は市役所ロビー、教育委員会庁舎、
公民館、緑が丘プラザ、ふるさとステーション、
ふれあいプラザ、八千代台近隣公園小体育館、
北東公会堂、米本児童会館です。スーパーなど
の店舗で回収している所もあります。洗って乾
かした後、回収ボックスに入れてください。

�������	

　次のごみは、市で収集・処理できません。
【家電リサイクル法対象機器／ブラウン管・液
晶・プラズマ式テレビ、エアコン、洗濯機、冷
蔵・冷凍庫、衣類乾燥機】①購入した店か買い
換える店で引き取ってもらう　②市の許可業者
に依頼する　③電機商業組合八千代支部加盟店
に依頼する　④郵便局でリサイクル料金を支払
い、メーカーの指定引取場所に自分で持ち込む
【パソコン】　①各メーカーに回収の申し込み
をする　②市の許可業者に依頼する（ブラウン
管式ディスプレイは除く）
【原動機付き自転車を含むオートバイ】　廃棄二
輪車取扱店または指定引取窓口に持ち込む
【その他】　次のものは各専門業者や工事依頼業
者、購入店舗へ依頼してください。
�１辺が２メートルを超える物　�著しく重い
（大きい）物…ピアノ、0.5坪超の物置など　�建
築設備など設置工事を伴う物…洗面台、流し台、
トイレ、サッシ、ドアなど　�危険物…薬品、
農薬、ガソリン、バッテリー、感染の危険があ
る医療器具など　�構造上、市で処理できない
物…スプリング入りベッドマット、タイヤ、鋳
物製のミシン、ガスボンベ、耐火金庫、消火器、
マッサージチェア、オイルヒーター、除湿機な
ど　�石・砂・土、ボーリングの玉、塗料など
【引越し、大掃除などに伴う一時多量ごみ】
①清掃センター�483-4521へ事前に連絡し、自
己搬入する　②市の許可業者に収集を依頼する
【商売や仕事などの事業活動に伴う事業系ごみ】
①直接清掃センターへ持ち込む　②市の許可業
者へ依頼　※産業廃棄物は受け入れできません

青
少
年
団
体
指
導
者
養
成
講
座

「
友
・
遊
・
カ
レ
ッ
ジ
」
の
受
講
者

▲取扱店表示シール

▲粗大ごみ処理券

������
�
再
く
る
く
ん
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 市役所
 〒276－8501 大和田新田312－5
 �483－1151（代表）
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赤十字活動資金にご協力を

５月の日曜日に納税相談窓口を
開設。納付もできます

　事情があり、未納市税を一括で納付
できない場合や、平日に納税相談がで
きない方は相談に応じます。当日は、
電話での問い合わせも受け付けます。
※税金を期日までに納付しない場合、
延滞金が加算され不利益となることが
ありますのでご注意ください。
　�日時　５月17日�・24日�・31日
�午前９時～午後４時　�場所　市役
所３階納税課　�取扱税目　市県民税、
固定資産税・都市計画税、軽自動車税、
法人市民税 　（納税課）

　５月・６月は赤十字運動月間です。
赤十字では、人道的事業を推進するた
め、事業資金や献血などの各種活動へ
のご協力をお願いしています。詳しく
は、日本赤十字社千葉県支部�043-
241-7531 　（健康福祉課）

行政相談委員委嘱のお知らせ

　４月１日付けで、総務大臣から次の
人たちが行政相談委員として委嘱され
ました。　�萩原奏さん（大和田新田）、
江野澤薫さん（高津）、大味実枝子さん
（ゆりのき台） 　（生活安全課）

生活保護の扶助基準

　生活扶助基準は、国民の消費動向や
社会経済情勢を総合的に勘案して、毎
年改定しています。平成21年度の生活
扶助は母子加算の廃止など一部を除き、
据え置くことになりました。
【基準生活費の例（月額）】
　�標準３人世帯（33歳男、29歳女、４ 
歳子）15万770円　�母子３人世帯（30
歳母、９歳子、４歳子）15万120円　�高
齢者単身世帯（71歳） ６万8,950円
　支給される生活費は、世帯構成（年

　歯科医師による健診や相談、歯科衛
生士の歯みがき実習を行います。
　�日時　６月22日�・26日�　受け
付けは午前９時30分～10時　�場所　
保健センター　�対象　18年12月生ま
れの子　�申し込み　６月12日�まで
に電話で母子保健課へ

�������	
��
�

　�日時　６月２日�・３日�・５日
�・９日�・10日�・17日�／受付は
午後１時～２時　�場所　保健センタ
ー　�対象　生後３か月～７歳６か月
未満の乳幼児と児童　�申し込み　電
話で母子保健課へ。　※集団接種のた
め、服薬中や経過観察中の人などは、
主治医の投与許可を証明する書類が必
要。詳しくは、予防接種手帳で確認し
てください。

　母子保健推進員は、身近な子育ての
先輩として、生後２～３か月ごろの赤
ちゃんのいる家庭を訪問し、お母さん
の話を聞いたり、保健サービス、赤ち
ゃん広場のお知らせ、地域情報の提供
など、市の保健師と協力しながら活動
しています。推進員が訪問したときは、
気軽にお話しください。

（母子保健課）

����
 〒276－0042 ゆりのき台2－10
保健センター母子保健課　�486－7250 

 健康づくり課　�483－4646 

　６月１日は「人権擁護委員の日」で
す。いじめや家庭問題、人権上の問題
や悩み事などについて、無料で相談に
応じます｡当日直接会場へ。　�日時　６ 
月１日�午前10時～午後４時　�場所
市役所５階第３会議室（健康福祉課）

　�往診はしません　�服用中の薬、おくすり手
帳があれば持参してください

夜間・休日
急病診療

　市内の医療機関が輪番で当番
医となり救急診療に当たってい
ます。急病のときは、初めに当
番医を受診してください。

�������	
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（東京女子医科大学八千代医療センター内）

【小児科】毎日午後６時～11時

������

�電話がつながらないときは市役所�483-1151
　または消防本部�459-2441へ
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●夜間急病待機医
　　　　【案内時間】平日 午後７時～翌日午前８時30分
　　　　　　　　　土・日曜日・祝日・年末年始　午後５時～翌日午前８時30分
　　　　内科系� 482-6870　外科系� 482-6871

●休日当番医
　　　　【案内時間】日曜日、祝日、年末年始　午前８時30分～午後５時
　　　　内科系（内科小児科）　� 482-6870
　　　　外科系、その他の科目　� 482-6871
　　　　歯科　　　　　　　　　� 482-6872

軽自動車税 全期

納期限 ６月１日�
今月の納期

市役所、支所・連絡所で
県税が納められます

　自動車税など千葉県税は、市役所（会
計課窓口）、支所・連絡所で納められま
す。 　（会計課）

　住宅購入者の利益を保護し、売主等
に 瑕  疵 担保責任を果たすための資力確

か し

保を義務付ける『住宅瑕疵担保履行法
（特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保
等に関する法律）』が施行されました｡
　21年10月１日以降に引き渡される新
築住宅には｢保険への加入｣または｢保証
金の供託」による資力確保をすること
が建設業者や宅地建物取引業者に義務
付けられます。
　�住宅を購入する人へ…住宅の販売
や建設の際に、売主等は住宅購入者等
に対して、瑕疵担保責任を果たすため
の資力確保を行っているかを説明する
ことが義務付けられています。新築住
宅を取得する際は、その住宅に保険ま
たは供託の資力確保を行っているかを
確認してください。
　�建設業者・宅地建物取引業者の人
へ…21年10月１日以降に引き渡す新築
住宅には、瑕疵担保責任を果たすため
の保険または供託が必要です。
　保険は、着工前に申し込んでくださ
い｡また、工期の延長や売れ残りにより
引き渡しの時期がずれ込む可能性も考
慮して、準備してください｡（建築指導課）
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旧日本赤十字社救護看護婦及び
旧陸海軍従軍看護婦の皆さんへ

　先の大戦において、外地等（事変地
の区域または戦地の区域）に派遣され、
戦時衛生勤務に従事された旧日本赤十
字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護
婦の人（慰労給付金受給者を除く）に
対して、その御労苦に報いるため内閣
総理大臣名の書状を贈呈します。請求
期限が２年間延長され、23年３月31日
までとなりました。ご本人またはご家族
などからのご連絡をお待ちしています。
　�問い合わせ　総務省大臣官房総務
課管理室�03-5253-5182 （健康福祉課）

特設人権相談所を開設します

住宅瑕疵担保履行法の
施行について

菊づくり講習会受講者募集

　�日時　６月７日�午後２時～４時
�場所　勝田台公民館　�対象　初心
者（先着25人）�申し込み　６月５日�
までに電話で環境緑化公社�458-6446
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　麻しんは春から夏にかけて流行する
ため、早めに受けましょう。ワクチン
の種類は、原則として麻しん風しん混
合ワクチンです。
　�対象者　就学前児童（平成15年４
月２日～16年４月１日生まれの人）・
中学１年生相当年齢（平成８年４月２
日～９年４月１日生まれの人）・高校
３年生相当年齢（平成３年４月２日～
４年４月１日生まれの人）　
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齢・人数・家族形態など）や収入、資
産、資力などによって異なります。ま
た、住宅、教育、介護、医療扶助など
は別に基準があります。 （生活支援課）
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６
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０
０
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■
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電
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と
し
て
、
電
波
を
正
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓

発
活
動
及
び
不
法
無
線
局
の
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締
り
を
強
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し
て
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す
。ル
ー
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な
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不
法
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線
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は
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ラ
ジ
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送
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携
帯
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話
な
ど
の
身
近
な
も
の
か
ら
、
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察
・
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防
・
救
急
用
無
線
な

ど
の
人
命
に
か
か
わ
る
重
要
な
無
線
に
対
し
て
、
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信
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妨
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を

与
え
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
や
安
全
を
お
び
や
か
し
ま
す
。
安

全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、電
波
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
関
東
総
合
通
信
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▼
不
法
無
線
局
に

よ
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混
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・
妨
害�
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３（
６
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）１
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▼
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害�
０
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）１
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▼
地
上
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放
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の
受
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０
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６
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）１
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４

※年齢や健康状態により、献血できな
い場合があります。詳しくは、県船橋
赤十字血液センター�457-0711へ

●５月16日�午前10時～11時45分･
午後１時～４時、三菱東京ＵＦＪ
銀行八千代支店
（八千代ライオンズクラブ主催）
●17日�午前10時～11時45分・午
後１時～４時30分、フルルガーデ
ン八千代
（八千代市献血推進協議会主催）
●23日�午前10時～11時45分・午
後１時～４時30分、フルルガーデ
ン八千代
（八千代市献血推進協議会主催）
●30日�午前10時～11時45分・午
後１時～４時、イオンショッピン
グセンター八千代緑が丘店
　（八千代東ライオンズクラブ主催）

５
月
の
献
血
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　特に表示されていないものは受講
無料です。詳しくは各主催者に問い
合わせてください。

　体や言葉などが不自由な人たちが、
絵や文字を自由に描き、自分の気持ち
を表現する教室です。体験参加も歓迎
　�日時　６月１日�午後１時30分～
３時30分　�場所　保健センター
�対象　病気やけがによって体や言葉
などが不自由な人（介助が必要な人は
介助者を同伴してください）　�申し
込み　電話で健康づくり課へ
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　毎日の生活の中で当たり前のように使
っている歯も、実は根から栄養をもらい、
まるで植物のように、お口という環境の
中で生きているのです。　
　手入れをして大切に使っていると、生
き生きとして強くて丈夫な歯になり長持
ちしますが、あまり関心を持たずに酷使
すると少しずつ弱り、やがてむし歯や歯
周病といった病気にかかってしまいます｡
　食べ物や甘い飲み物が入ってくるとお
口の中は時間とともに過酷な環境へと変
わり、その影響を受けて歯は少しずつ溶
け始め、徐々にむし歯になってしまいま
す。しかし身体はそんな歯を守るために、
溶け出た成分をもと通りにしようと、懸

　いつまでも元気で楽しく過ごすため
の４つの秘けつをお伝えします。①簡
単楽ちん体操。運動の秘けつ／噛める
幸せ。お口ケアの秘けつ。②気になる
認知症。予防の秘けつ／元気の源。食

●
八
千
代
平
和
事
業
に
ご
協
力
を　

７
月
１
日�
〜
３
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台
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１
１
１
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和
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業
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民
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行
委
員
会

けんこうかんりコーナー 413

命に時間をかけて修復を試みます。
　しかし、さらに食べ物や飲み物が外から
与えられてしまうと、また歯の表面が壊
れて成分が溶け出してしまい、結果的に
病的な状態になっていきます。状態にも
よりますが発見が早ければ、むし歯も歯
周病もその進行を食い止めることができ
ます。
　日頃から規則正しい食生活と手入れを
心がけ、ご自分のお口に関心を持つこと
が何よりも重要と考えます。そして気軽
に何でも相談できる、かかりつけの歯医
者さんと出会い、定期的に検診を受ける
ことをお勧めします。

（八千代歯科医師会）
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　マンモグラフィ検診では、多くの方
が受診できるように、下記の期間を目
安に受診のご協力をお願いいたします｡
この期間に都合がつかない場合は、早め
の受診をお勧めします｡（健康づくり課）
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●男性のこころと身体の健康相談　男
性更年期、ストレスによる心身の不調
など、男性の健康問題に専門医などが
相談に応じます。対象は相談を希望す
る男性とその家族。�日時　６月11日
�午後３時～５時　�場所　習志野健
康福祉センター　�申し込み　６月４
日�までに電話で地域保健福祉課�
475-5153へ
●精神保健福祉相談（予約制）　精神疾
患や心の健康について、精神科医が相
談を受けます。　�日時・場所　６月
３日�午後２時から・八千代市障害者
福祉センター、６月９日�午後２時か
ら・習志野健康福祉センター、６月24
日�午後２時から・八千代市障害者福
祉センター　�問い合わせ　地域保健
福祉課�475-5152
●①特定疾患医療受給者票更新手続き
②小児慢性特定疾患治療研究事業継続
申請手続きのお知らせ　�期間　①６
月１日～８月31日②６月１日～８月５
日（土曜･日曜日、祝日を除く）　�時間
午前９時～正午、午後１時～４時30分
�場所　習志野健康福祉センター　�
問い合わせ　①健康生活支援課�475-
5154　②地域保健福祉課�475-5153

●民話から知る八千代の
歴史・全５回（八千代台
東南公民館�485-4811）

八千代に伝わる民話をとおして、八千
代の歴史を学習。市内在住の成人対象。
先着30人。□時 ５月29日・６月19日・７
月17日・８月21日・９月18日いずれも金
曜日午後10時～正午　□費 資料代100円　
□申 ５月22日�までに電話か直接同館へ
●男の手習い・水彩画編・全３回（高津
公民館�450-0353）水彩で季節の草花
を描いてみませんか。市内在住・在勤の
男性が対象。空きがあれば女性の参加
も可。先着16人。□時 ６月８日・22日・29日
�午10時～正午□費 材料費200円□申 ５月
15日�午前９時から電話か直接同館へ
●親子でクッキング・バラエティーパ
ンを作ろう（緑が丘公民館�489-4919）
親子で動物パンや調理パンを作ります。
小学生の親子。親子８組（親１人と子
ども２人までが１組。小学生以外の同
伴は不可）。 □時 ５月30日�午前10時～１ 
時　□費 １組800円　□申 ５月15日�９時か
ら、電話か直接同館へ
●リサイクル工房・布ぞうり・全２回
（緑が丘公民館�489-4919）　家にある
古い布を使って、布ぞうりを作ります。
市内在住・在勤の成人で２回とも参加
できる人。抽選20名。□時 ６月18日�・
25日�午後１時～３時30分　□費 200円
ひも代　□申 往復はがきに講座名・住所
･氏名･電話番号･返信先を書き、〒276-
0049緑が丘3-1-7同館へ。５月22日�締
切、当日消印有効。一人１通持込み不可
●声に出して読む源氏物語「葵」・全５
回（緑が丘公民館�489-4919）市内在住・
在勤の成人が対象。先着20人。□時 ５月
26日、６月９日・23日、７月14日・28日
火曜日午後１時30分～３時　□費 資料代
1,500円　□申 電話か直接同館へ
●からだスッキリ健康体操「筋トレで
脱メタボ」･全４回（緑が丘公民館�
489-4919）　市内在住・在勤の成人対
象。先着20人。　□時 ６月４・11・18・25
日木曜日午後１時30分～３時30分　□費 
100円　□申 朝９時から電話か直接同館へ
●三本立て大菊作り・全５回（睦公民

館�450-2390）初心者対象。　□時 ５月～
10月。１回目は５月29日�午前10時～正午
□費 材料費等実費　□申 電話か直接同館へ

●篆刻講座・全２回（郷土
博物館�484-9011）自分
だけの印作り。抽選30

人。 □時 ６月20日�・21日�午前９時30
分～３時30分　□費 1,000円　□申 往復は
がきに住所・氏名・電話番号（連記不可）
を書き〒276-0028村上1,170-2へ。メー
ルも可。５月26日�締切、当日消印有効

●プレーパークで竹遊び
の会（元気子ども課�483-
1151）新川わくわくプレ

ーパークで竹馬、竹弓、竹とんぼ、ぶん
ぶんごまを作って遊びます。□時 ５月31
日�午前10時～３時

乙・丙種危険物取扱者免状所持者（製造
所の危険物取扱作業従事者）対象、定員
500人。□時 ５月25日�～29日�、午前／
給取、午後／一般　□所 千葉市文化セン
ター　□費 講習手数料として4,700円分
の千葉県収入証紙。市役所・警察で販売。
□申 申請書は消防本部と各消防所で。５
月25日�～29日�に消防本部予防課へ

●21年度第１回危険物取
扱者保安講習会（消防本
部予防課�459-7803）甲・

　�費用　無料　�接種期間　平成22
年３月31日�まで　※対象者には個別
に通知しました。転入などで通知が届
かない場合は、電話で母子保健課へ

生活の秘けつ。※駐車場が少ないため
公共交通機関をご利用ください。
　�日時　①６月１日�②６月８日�
午後２時～４時　�場所　睦公民館
�定員　①②各先着30人　�申し込
み電話で健康づくり課へ

受診券が届いてから
９月頃までに

４月～９月
生まれの方

７月以降、なるべく
早い時期に

10月～３月
生まれの方

������
【バドミントン】 高校生以上で、市内
在住・在勤・在学、市内のクラブに所
属している人。一人１種のみ。一般男
女のシングルスとダブルス各１～４部。
ブロック別予選リーグ後、決勝トーナ
メント　□時 ６月21日�　□所 市民体育館
□費 一般800円、高校生500円　□申 往復は
がきに氏名・年齢・電話番号・出場種目
を書き〒276-0044萱田町548-15宮原
芳之�459-1064へ。６月５日�必着
� � � � ������

●子どものリトミックとお母さんのエア
ロビクス・ニコちゃんクラブ　生後２か
月～未就学児と妊婦は妊娠８か月ま
で。第１・３水曜日午前10時30分～11
時45分、福祉センターなどで。月1,000
円。能勢�459-8138
●社交ダンス・ダンシングスター　第
１・４水曜日午後１時～２時半：初級、
２時半～４時30分：中級、高津公民館。
入会1,000円、月2,000円。星谷�090-
1451-3996

●
緑
が
丘
ロ
ー
ズ
ハ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ　

地
域
の
親
睦
を

深
め
、
明
る
く
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

前
夜
祭
…
５
月　

日�
　

時
か
ら
、
緑
が
丘
駅
北
口
広
場
。
バ
ラ

23

17

コ
ン
サ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
バ
ラ
カ
レ
ン
ダ
ー

サ
ー
ビ
ス
な
ど
。
フ
ェ
ス
タ
…　

日�
９
時　

分
か
ら
、
緑
が
丘

24

30

駅
南
口
広
場
。
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
、
ミ
ニ
動
物
園
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
な
ど
。
村
木�
（
４
５
０
）
５
９
２
８

●
習
志
野
八
千
代
心
の
健
康
を
守
る
会　

①
５
月　

日�
…
家
族

22

会
総
会　

時　

分
〜　

時　

分
、
講
話　

テ
ー
マ　

漫
談
〜
高
齢

13

30

14

30

化
社
会
〜　

時　

分
〜　

時　

分　

②
６
月　

日�
…
講
演
会「
精

14

30

15

40

26

神
障
害
者
の
成
年
後
見
人
制
度
に
つ
い
て
」　

時　

分
〜　

時　

13

30

15

30

分
。い
ず
れ
も
習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
習
志
野
保
健
所
）。

家
族
会
事
務
局
（
習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）�
（
４
７
５
）

５
１
５
２

●
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
・
全
４
回　

先
着　

人
。
６
月
２
日
〜　

40

23

日
の
毎
週
火
曜
日
９
時
〜　

時（
予
備
日
６
月　

日
）、新
川
１
・

11

30

２
番
コ
ー
ト
。
参
加
費
１
５
０
０
円
。
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
先
を
書
き
〒
２
７
６－

０

０
４
６
大
和
田
新
田
１
１
５
１－

３
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

内
八
千
代
市
テ
ニ
ス
協
会�
（
４
５
９
）５
５
５
１
へ
郵
送

●
街
づ
く
り
・
里
山
づ
く
り
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
フ
ェ
ス
タ　

米
本
城

址
の
竹
林
で
、
伐
採
や
炭
焼
き
、
た
け
の
こ
掘
り
な
ど
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。
６
月
７
日�
　

時
〜　

時
、
米
本
城
址
里
山
広
場
。

10

14

小
雨
決
行
。
参
加
費
１
０
０
０
円
、
小
学
生
５
０
０
円
、
幼
稚
園

児
３
０
０
円
。５
月　

日�
ま
で
に
電
話
で
街
づ
く
り
市
民
の
会
・

31

瀬
川�
０
９
０（
２
１
５
４
）８
５
２
５�
（
４
８
５
）９
７
０
２

●
八
千
代
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
合
同
発
表
会　

５
月　

日
23

�
　

時
開
場
、　

時　

分
開
演
。
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
。
入
場
無

13

13

30

料
。
中
村��
（
４
５
９
）２
０
６
３

●
緑
が
丘
公
民
館
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会　

５
月　

日�
　

時　

分
〜

30

10

30

　

時
、
緑
が
丘
公
民
館
５
階
ホ
ー
ル
。
入
場
無
料
。
吉
原�
０
９

16０（
１
５
５
６
）０
２
６
６

●
さ
つ
き
展
示
会　

山
野
草
の
展
示
も
行
い
ま
す
。
５
月　

日�
29

〜　

日�
９
時　

分
〜　

時
（　

日
は　

時
ま
で
）、
勝
田
台
会

31

30

16

31

15

館
（
文
化
プ
ラ
ザ
地
階
）。
会
員
も
募
集
、
年
４
０
０
０
円
。
八

千
代
市
さ
つ
き
会
事
務
局
・
稲
毛�
（
４
８
３
）０
４
９
８
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手
応
え
の
な
き
が
答
と
知
る
ま
で
の
窓
辺
飾
り
し
レ
プ
リ
カ
の
薔
薇

�

（
八
千
代
台
西
）
吉
田　

早
苗

こ
で
ん
ま
り
と
呼
び
た
り
し
は
母
ひ
と
枝
を
添
え
て
花
舗
出
ず
花

冷
え
の
町�

（
八
千
代
台
北
）
山
田
あ
る
ひ

土
佐
み
づ
き
の
鈴
な
り
の
花
見
上
げ
子
ら
「
繭
玉
み
た
い
」
と
歓

声
あ
げ
る�

（
八
千
代
台
南
）
一
戸　

光
代

白
く
浮
く
生
命
の
映
像
ク
リ
オ
ネ
の
よ
う
だ
っ
た
と
言
う
嫁
の
明
る
さ

�

（
大
和
田
新
田
）
末
澤　

章
子

学
園
祭
半
て
ん
姿
の
高
校
生
腕
折
れ
ん
ば
か
り
太
鼓
を
叩
く

�

（
勝　

田　

台
）
山
内　

千
枝

満
月
の
光
に
浮
き
た
つ
夜
の
虹
イ
グ
ア
ス
の
滝
地
球
の
神
秘

�

（
八
千
代
台
西
）
井
沢　

志
麻

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
人
気
な
く
無
名
な
る
碑
に
桜
散
り
く
る

�

（
ゆ
り
の
き
台
）
尾
浜　

久
夫

ひ
と
り
来
て
面
冷
ゆ
る
ま
で
仰
ぎ
居
り
遠
き
日
母
と
見
し
山
桜

�

（
勝　

田　

台
）
沖
田　

民
子

　�月��日、市民会館で八千代少年少女合唱
団が初披露となる児童合唱組曲を歌いました。�
この組曲は、せきずいの病気のため電動車い
すでの生活をしている、八千代中学校�年生
の�田真世君が書いた詩や体験をもとに作ら
れたものです。
　�田君が詩を書き始めたのは小学�年生の
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■あげます（無料）　�折りたたみ式ベッド　�ラテラル
サイトレーナー（足踏み
式運動具）　�ゴルフク
ラブ一式（初心者向け、
男性用と女性用）　�製
図台ドラフター一式（ウ
チダ製、�����×������）
■ゆずります（有料）　
�学習机　�碁石・碁盤
一式　�折りたたみ自転
車（新品同様、��インチ、
��段変速）　�喪服（婦
人、和服）　�ミシン　
�ギター　�アコーディ
オン
■ゆずって（有料）　�ソ
ファーかソファーベッド
（幅�����～�����、�人掛�
け）　�たんぽぽ幼稚園
女児夏服（ＬまたはＬＬ）

��
鎮
魂
曲
歌
い
終
り
て
春
の
径�
高　
　

津　

石
川　

柳
子

��
給
付
金
牛
歩
で
届
く
お
年
玉�
島
田
台　

斉
藤　

洋
子

��
笑
み
ひ
と
つ
心
の
傷
が
霧
と
消
え�
大
和
田
新
田　

加
茂　

英
代

��
彩
り
の
十
二
単
衣
に
魅
了
さ
れ�
萱　
　

田　

内
田
ち
は
る

��
体
力
が
要
る
病
院
の
待
ち
時
間�
大
和
田
新
田　

浅
香　

克
平

��
お
出
か
け
は
い
つ
も
青
空
そ
っ
ぽ
向
く�
八
千
代
台
東　

重
森　

文
七

��
無
分
別
黙
っ
て
貰
う
給
付
金�
八
千
代
台
南　

川
上
十
四
夫

��
職
人
の
絵
付
け
で
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り�
村
上
団
地　

阿
部
ち
え
こ
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リサイクル・ガイドリサイクル・ガイド
消費生活センター消費生活センター��485-0559485-0559
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ころ。校長先生に勧められたのが切っ掛けで
した。この詩を目にした合唱団指導者の長岡
利香子さんと合唱団員は、詩に込められた小
さな希望、挫折、喜び、そして生きているこ
とが大切なのだという思いに感動。「この思
いを歌声に乗せ、たくさんの人に届けよう」
と曲にすることにしました。曲作りは作詞家

のいるるいちろうさんと作曲家の
大橋美智子さんに依頼。「�田君
の周りには、いつも笑い声があふ
れています。本人に負けない楽し
い曲になるよう作曲しました」と
話す大橋さん。
　�田君は歌が大好きで幼稚園の
ころから合唱団の定期演奏会を欠
かさず聴きに来ていました。「憧
れていた合唱団に歌ってもらい、
しかも、一緒に舞台に立てるなん
て夢のよう」と話し、組曲�曲目
の「真剣モード」を精一杯歌いあげ
ました。
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　市では、市内に残る谷津を歩き、里山の良さを体
験してもらおうと、春と秋に自然観察会を実施して
います。�月��日に行われた間谷谷津自然観察会に
は��人が参加。野草の種類や見分け方などを自然観
察指導員に教わりながら、もえぎ野
車庫前から阿蘇中学校までの約�キ
ロを歩きました。「小さな葉っぱが
たくさん付いているように見えるけ
れど、実は大きな葉っぱの一部。こ
れが�枚集まって�枚の葉っぱとな
っています」というイカリソウの解
説に感心しながら、メモをとる参加
者の姿が見られました。
　湧水が流れるこの谷津には、メダ
カなどの絶滅危惧種を始め、さまざ
まな動植物が生息しています。自然

観察指導員の大山さんは「ここにはサシバが�羽
飛来しています。サシバなどの猛禽類は生物多様
性が保たれた里山の象徴。もっと増えるといいの
ですが…」と話していました。
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　�月��日、睦地区の親睦団体「博友会」から
視覚障害者用のＣＤ郵送袋とクリアケースが
市に寄付されました。
　これは、同会がチャリティーの収益金で購
入したもので、視覚障害者に音声による情報
提供を行っているボランティア団体に貸し出
しをします。
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春の叙勲
【旭日双光章】
�地方自治功労　茂呂利男（大和田新田）
【瑞宝中綬章】
�気象業務功労　久保田効（緑が丘）　�防衛功労　松原健�
一（八千代台北）
【瑞宝小綬章】
�警察功労　笠野孝（八千代台北）　�農林水産行政事務功�
労　宮本伸昭（村上）
【瑞宝双光章】
�気象業務功労　坂本敏之（八千代台北）　�法務行政事務�
功労　福島尚嗣（勝田台）
【瑞宝単光章】
�鉄道業務功労　海老原和男（高津）

危険業務従事者叙勲
【瑞宝双光章】
�消防功労　津田勝夫（高津）　�警察功労　小泉孝一（勝�
田台）　馬籠秀行（村上）
【瑞宝単光章】
�消防功労　石塚勝治（高津）　�昭雄（上高野）　�防衛
功労　田中利�（大和田新田）

　　「児童福祉に役立ててください」と寄付をいただきま
した。�外山孝子様…���������円
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一
首
目
、
人
と
の
素
晴
し
い
出
会
い
が
あ
り
心
の
弾
む
様
な

瞬
間
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
な
が
ら
何
か
気
持
に
し
っ
く
り
来
な

い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
解
っ
て
し
ま
っ
た
時
作
者
は
レ
プ
リ
カ
の
薔
薇

と
う
た
う
よ
り
な
か
っ
た
。
二
首
目
、
こ
で
ま
り
の
花
を
こ
で
ん
ま
り
と

独
特
の
呼
び
方
で
愛
で
て
い
た
母
。
花
の
記
憶
と
共
に
あ
る
母
の
存
在
感

が
し
っ
と
り
と
深
く
し
み
て
来
る
。
三
首
目
、
繭
玉
の
様
な
花
に
子
ど
も

達
の
歓
声
。
こ
ま
や
か
な
観
察
と
情
感
が
あ
り
季
節
感
と
溶
け
合
っ
て
い

る
。
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レ
ク
イ
エ
ム


